
                             
 

平成 22 年７月 14 日 

各      位 
会 社 名  株式会社オプトエレクトロニクス 
代表者名  代表取締役社長 俵   政 美 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード６６６４） 

問合せ先 取締役会長   志村 則彰 

電  話 ０４８－４４６－１１８１ 

 

平成 22 年 11 月期第２四半期連結業績予想の差異に関するお知らせ 

 

   近の状況を踏まえ、平成 22 年２月４日に修正の上公表いたしました第２四半期連結業績予想に

つきまして、下記のとおり差異が生じましたのでお知らせいたします。 

 
記 

 

１．平成 22 年 11 月期の第 2四半期連結累計期間の業績予想の差異について 

（１）第２四半期連結累計期間の業績予想の差異等(平成 21 年 12 月 1 日～平成 22 年５月 31 日）       

（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 1 株当たり四半期純利益

前回予想（Ａ） 

4,485 160 75

 

45 

円  銭

8.55

今回修正（Ｂ） 4,906 247 149 193 31.76

増減額（Ｂ－Ａ） 421 87 74 148 23.21

増 減 率 9.4％ 54.4％ 99.0％ 329.1％ 271.5％

（ご参考）前期第２四半期実績

（平成 21 年 11 月期第２四半期）

4,522 188 9 △130 △24.75

 

(２)  第２四半期連結累計期間の業績予想の差異の理由と今後の見通し 

当社グループの売上高につきましては、日本、米国、欧州全てのエリアにおいての売上が、当初

計画に対し上回ることとなりました。その結果、売上高は 49 億 6 百万円と一昨年から続いた世界

的経済危機以前の水準近くに戻すこととなりました。 
利益面では、全エリアにおいての売上増に加え、原価に関してはドル出荷体制の効果からほぼ計

画通りに推移し、経費圧縮等による国内販管費のコストダウンもあり営業利益、経常利益は計画を

上回る結果となりました。あわせて四半期純利益に関しましては、米国での法人税等還付税額 66
百万円等の影響から、計画を大きく上回る結果となりました。 
特に欧州エリアに関しましては、下降傾向にある欧州市場の中、ユーロ圏以外の販売エリアに活

路を見出し、アジアエリア、南米エリアにおいての売上獲得につなげました。それらの貢献により、

ユーロ安の影響がありながらも好結果となりました。 
ただし、通期の業績予想としては、為替動向が現時点で非常に不透明な状況にあることを勘案し、

当初計画どおりに据え置いております。 

以 上 


